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出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」前期基本計画（令和４年度～ 

令和６年度）に係る令和５年度の進捗状況の評価・検証等について 

  

 出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」前期基本計画の令和５年度の進捗状

況について、評価・検証を行いましたので、その結果を報告いたします。 

 

１ 施策体系の概要 

 本市の将来像「『出雲力』で夢☆未来へつなげ 誰もが笑顔になれるまち」の実

現に向けて、「みんなが活躍する」「地域の魅力を生かした」「持続可能な」まちづ

くりの取組を進めるため、「出雲新話２０３０」では「６つの基本方策」とその  

チャレンジ目標を定めています。また、まちづくりの各施策については、６つの

基本方策を横断的に捉え、「２７項目のまちづくりの施策」で構成し、それぞれ重

要業績評価指標（ＫＰＩ）を定めています。 
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２ 令和５年度（前期基本計画２年目）の重要業績評価指標（KPI）の評価結果 
 

※１ 単年度で実績値の把握や達成率の算出が困難な項目及び国・県事業等、市が主体となってでき
ない事業または外的要因の影響が大きいなどの理由によりＫＰＩを設定していない項目 

 
 【評価方法】令和５年度の目標値と実績値とを比較して達成率を算出し評価区分を判定  

令和５年度目標値に対する令和５年度実績値の達成率 

Ａ：１０割以上、Ｂ：８割以上１０割未満、Ｃ：６割以上８割未満、Ｄ：６割未満 

【目標達成率の算出方法】 

令和５年度の実績値÷令和５年度の目標値※２×１００ 
※２ 評価のために、便宜上、前期基本計画で設定したＲ６年度の目標値を３か年度（Ｒ４～Ｒ６）

で均等分割し、設定した目標値を含みます。 

 

６つの基本方策 指標数 

評価・達成率 

その他※1
 Ａ 

100％以上 

Ｂ 

99～80％ 

Ｃ 

79～60％ 

Ｄ 

59%以下 

合計 

ともに創る 

雇用創出・農林水産業・

商工業・ＩＴ産業・ 

出雲ﾌﾞﾗﾝﾄﾞなど 

２８ 

13 5 3 5 ２６ 2 

50.0% 19.2% 11.6% 19.2% 100%   

ともに守る 

防災・防犯・脱炭素・ 

環境問題・空き家対策・ 

トキによるまちづくり

など 

２４ 

8 10 0 1 １９ 5 

42.1% 52.6% 0% 5.3% 100%   

ともに結ぶ 

観光・移住定住・交通

ﾈｯﾄﾜｰｸ・広域連携・文

化財活用など 

３２ 

18 8 3 2 ３１ 1 

58.0% 25.8% 9.7% 6.5% 100%   

ともに支える 

子育て・健康・福祉・ 

医療介護・中山間地域

振興・ｲﾝﾌﾗ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙな

ど 

６５ 

22 21 6 4 ５３ 12 

41.5% 39.6% 11.4% 7.5% 100%   

ともに育む 

教育・市民活動・自治

会活動など 

２１ 

8 10 1 2 ２１ 0 

38.1% 47.6% 4.8% 9.5% 100%   

ともに楽しむ 

芸術文化・スポーツ・ 

生涯学習・情報発信 

など 

２５ 

9 9 4 3 ２５ 0 

36.0% 36.0% 16.0% 12.0% 100%   

合計 １９５ 
78 63 17 17 １７５ 

20 

44.6% 36.0% 9.7% 9.7% 100% 
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【評価（全体総括）】 

全体では、指標数１９５項目のうち、達成率が算定可能な１７５項目中、Ａ評価

とＢ評価を合わせると目標達成率８０％を超える項目が１４１項目となり、全体

に占める割合は８０．６％と概ね目標を達成しました。 

「ともに守る」の項目（防災・防犯、環境等の分野）は、目標達成率８０％を超

える項目となるＡ評価とＢ評価の合計が９４．７％になりました。また、「ともに

結ぶ」の項目（観光、移住定住・交通ネットワークなどの分野）は、目標を実績が

超えるＡ評価が約６０％となり、比較的高い達成率となっています。 

この前期基本計画２年目の成果を評価・検証した結果を踏まえ、本年度中に、

「出雲新話２０３０」後期基本計画の策定を行い、まちづくりの将来像実現に向

けて、更に取組を進めていきたいと考えています。 

 

３ 基本方策ごとの進捗状況・評価 

⑴ともに創る 

チャレンジ目標  新規雇用創出（８年間）２，０００人（年平均２５０人） 

令和５年度実績値 令和４年度～（２年間）８５２人（令和５年度 ４７２人） 

 

【評価(チャレンジ目標)】 

年平均目標値２５０人を２２２人上回る４７２人の新規雇用が生まれ、累計 

８５２人となりました。チャレンジ目標に対し２か年で４２．６％の達成率とな

りました。 

このうちの約７割が、製造業やＩＴなどソフト産業を中心とした誘致企業にお

ける新規雇用です。新型コロナの影響を受けながらも、国・県・市の各種支援策の

活用などにより、多くの市内企業が堅調な事業展開を進められたと考えられます。 

また、令和５年１１月には出雲市駅前に新しいコワーキングスペース 

「Izumonomad」を開設しました。㈱People Cloudとともに首都圏企業に対し、 

「Izumonomad」への新規立地を含め積極的に働きかけ、市外企業の誘致と雇用の

場の確保を進めていきます。 

農林水産業においては、魅力アップのための情報発信や担い手確保・育成支援

などの取組により、多くの新規就業につなげることができました。 
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＜ともに創る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/2） 
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＜ともに創る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ともに創る＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

28 １3 5 ３ ５ ２ 

 

【評価】 

農林水産業の分野においては、概ね目標を達成しました。 

Ａ評価のうち、「認定新規就農者」、「新規林業就業者」、「新規漁業就業者」は、

いずれも目標を達成しており、就業者数が増えている状況です。 

一方、Ｄ評価となったのは、５つでした。 

１つ目の「漁港長寿命化事業実施施設数（累計）」は、災害復旧工事を行うため

工事予定箇所を資材置場に使用したことから、令和５年度は機能保全工事が実施

できなかったため、出雲市管理漁港長寿命化計画に沿って、今後とも機能保全工

事を実施していきます。 

２つ目の「圏域市長会ビジネスマッチング及び２１世紀出雲産業支援センター

実施の商談会における成約件数」は、販路拡大については、関係団体と連携し、ビ

ジネスマッチングに取り組みましたが、物価高騰や新型コロナの影響により企業

活動が回復しきれていない状況のため、事業者の参加やバイヤーの活動が低調で、

目標値を下回りました。今後は商談会を主催するミライビジネスいずもを中心に、

参加企業や参加するバイヤー増加に向け、広報活動などを積極的に行います。 

３つ目の「マッチング支援（事業化）件数（累計）」は、事業周知及びマッチン
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グの場である、市内事業者向けのセミナー・個別相談会について新型コロナの影

響により、実施できなかったことにより目標を下回りました。今後は、セミナー・

個別相談会の開催によるマッチング支援・県が行う産学官連携の事業も活用しな

がら情報収集に努め、島根大学のみならず島根県立大学などとも連携ができるよ

う支援を実施します。 

４つ目の「企業との交流会参加学生数」は、オンラインによる就職活動が定着

し、対面の交流会で様々な人と関わりたい参加学生が減少したため、目標を下回

りました。今後は交流会の内容を見直し、学生が参加したいと思う内容のイベン

トを開催するよう取り組みます。 

５つ目の「いずも学生登録登録者数（累計）」は、県の「しまね登録」と同様の

内容で、二重登録をお願いせざるを得ない状況であり、学生及び学校関係者に負

担となっています。令和６年度は、高校３年生に加えて１、２年生への早期登録

を呼びかけます。また、引き続き県内外大学等へ進学した学生へ周知するととも

に、イベント参加者にも登録を積極的に呼びかけていきます。 
 

⑵ともに守る 

チャレンジ目標 ＣＯ2の排出量削減（８年後）４６％（平成２５年度比） 

令和５年度実績値 
１５．６％削減※（平成２５年度比） 

※令和５年度環境省公表（令和３年度実績値）データより 

 
【評価(チャレンジ目標)】 

平成２５年度比でＣＯ２の排出量を１５．６％削減しています。これは、昨年度

公表データから４ポイントの削減となりましたが、市民や事業者の環境意識の高

まりによるものと推察できます。２０３０年の、目標達成のためには毎年５ポイ

ント以上の削減が必要となり、更なる取組が必要です。  

なお、公表データは令和３年度実績値であるため、令和４年４月に新出雲エネ

ルギーセンターが本格稼働し、助燃材の使用量が旧エネルギーセンターに比べて

大幅に減ったことや、市の高圧受電施設の電力をバイオマス発電等を主電源とす

る「いずも縁結び電力株式会社」に切り替えたことは、今後のＣＯ２削減に寄与す

ることが見込まれます。 
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＜ともに守る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧 
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＜ともに守る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

2４ ８ １0 0 １ 5 

 

【評価】 

防災・防犯・脱炭素・環境・空き家対策等の分野においては、概ね目標を達成し

ました。 

Ａ評価のうち、空き家バンクの充実と利活用の促進については、令和４年度か

らスタートした「空き家安心サポート委託事業」など、民間団体との連携を強化

し、積極的に周知啓発、登録支援を行った結果、過去最高の成約件数となり、目標

を達成しました。引き続き民間団体と連携し、制度の周知を図ります。 

Ｄ評価となったのは、１項目でした。 

「避難行動要支援者の計画作成率」は、計画作成のハードルが高く感じられた

ことや、自治会加入率の低下などが要因として挙げられます。今後も引き続き、

福祉事業所との連携を図るとともに、計画作成の推進に努めていきます。 

 

 

 

 

⑶ともに結ぶ 

チャレンジ目標 交流人口（８年間）１億人（年平均 １,２５０万人） 

令和５年度実績値 令和４年度～（2年間）２，２５９万人（令和５年度 １，２０９万人）  

 

【評価(チャレンジ目標)】 

 交流人口の累計は２，２５９万人となり、チャレンジ目標に対し２年目で 

約２２．６％の達成率となっています。令和５年度前半までは、コロナによる影

響が大きく受けましたが、チャレンジ目標の達成に向けて今後、取組を加速して

いく必要があります。特に、情報発信においては Google Maps 上の施設情報を

充実させることやインスタグラム「Izumo365」を開設することで、効果的な情報

発信に取り組みました。結果として、施設の閲覧数が顕著に増加し、周遊観光を

促進しました。 
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＜ともに結ぶ＞重要業績評価指標（KPI）一覧（1/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 
 

＜ともに結ぶ＞重要業績評価指標（KPI）一覧（2/2） 
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＜ともに結ぶ＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

3２ 18 8 ３ ２ 1 

 

【評価】 

観光・移住定住・交通ネットワーク・広域連携・文化財などの分野においては、

概ね目標を達成しました。 

Ａ評価のうち、「女性のＵＩターン支援」「移住促進住まいづくり助成」「過疎

地域等への移住・定住促進住まいづくり助成」各種移住助成については、移住 

フェアへの参加やホームページ等で積極的に広報することで、目標を達成しまし

た。 

Ｄ評価となったのは、２項目でした。 

 「神門通り地区 建物等修景助成件数」は、令和５年度は目標を下回りました

が、助成金を活用した建物改修がありました。（令和４年度は申請件数０件） 

また、景観に配慮した複数店舗の出店がありました。今後も、制度の周知を図

り、賑わいのある門前町にふさわしい街並み形成に取り組みます。 

「新婚・子育て世帯ＵＩターン支援助成件数」は、周知が不十分だったことから

目標を下回りました。今後も利用者の意見も聞きながらニーズにあった制度への

検討も行い、事業を進めていきます。 
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⑷ともに支える 

チャレンジ目標 
合計特殊出生率（８年後）２．１  

健康寿命延伸（８年後）１年［男性 18.54年、女性 22.00年］ 

令和５年度実績値 

合計特殊出生率   未公表（令和４年度実績１．６２） 

健康寿命延伸   男性０．８９年、女性０．７５年 

  ［男性 18.43年、女性 21.75年］ 

 

【評価(チャレンジ目標)】 

 令和５年度の合計特殊出生率は、現時点では市の数値は未公表（例年秋ごろ公

表）です。全国平均が１．２、島根県平均が１．４６となり、全国的な少子化は深

刻化しています。 

 また、健康寿命※１は、基準値※２より男性０．８９年、女性０．７５年それぞれ

延伸しました。今後も引き続き、総合的な健康づくり、介護予防などに取り組み

ます。 

※１ 本市の平成３０年～令和４年の６５歳平均自立期間の平均値 

※２ 本市の平成２３年～平成２７年の６５歳平均自立期間の平均値 

 

＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/4） 
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＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（2/4） 
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＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（3/4） 
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＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（4/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ともに支える＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

65 ２2 21 ６ ４ １2 

 

【評価】 

人権意識・医療介護・中山間地域振興・インフラなどの分野においては、概ね目

標を達成しました。 

Ａ評価のうち「総合医療センターにおける健診・人間ドック受検件数」は、外来

ドックの対象者が増え多くの方に利用いただきました。今後は、拡張工事による

人間ドック等の受入数拡大、効果的な広報活動、AI 内視鏡の導入等により、受検

者の増加を図ります。 

また、「公共交通の市民一人当たりの年間利用回数」は、大社線（出雲市駅～出

雲大社）の利用者数が増加しました。令和５年９月から、佐田地域定額乗合交通
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の実証運行を開始しました。引き続き、利便性が高く持続可能な公共交通体系の

構築に取り組みます。 

Ｄ評価となったのは、４項目でした。 

「児童クラブの入会未決定者数」については、児童クラブ利用希望者数は年々

増加している一方、人手不足等を理由に、希望者数に対し受入児童数を少なくせ

ざるを得ない児童クラブもあります。今後は社会福祉法人の参入等も含めて、希

望者が受け入れられるよう取組を行います。 

「胃がん検診」と「結核・肺がん検診」の受診率が低い結果となりました。胃が

ん健診については、希望者の多い胃カメラ対象者の枠を拡大する取組や、結核・

肺がん健診については個別勧奨通知を行う取組を進め、より多くの対象者に受診

していただけるよう努めます。 

「島根県オープンデータカタログサイトにおける保有データのオープンデータ

登録済み件数」は、効果的なデータ利活用やデータ管理方法を検討中であり、オ

ープンデータの開示には至りませんでした。今後、データの利活用について課題

解決のための官民連携マッチングにより協定を結んだ事業者と連携して、庁内の

データ利活用策、データベースの構築を行い、オープンデータの収集を行います。 
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⑸ともに育む 

チャレンジ目標 
高校生が「出雲に愛着や、魅力・誇りを感じる」と答え

た割合８５％ 

令和５年度実績値 ８０．９％（令和４年度実績 ７８．８％） 

 

【評価(チャレンジ目標)】   
出雲に愛着や魅力・誇りを「感じる」、「ある程度感じる」と答えた高校生の割合

は８０．９％となり、前年度実績を上回りました。高校生が重要だと思う取組の

問いに対し、「公共交通の充実」や「活気ある商店街づくり」等が上位に挙げられ

ており、今後、このような取組を行っていく必要があります。 

＜ともに育む＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/2） 
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＜ともに育む＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（２/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜ともに育む＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

２1 8 10 １ 2 ０ 

 

【評価】 

 教育分野、市民活動などの分野においては、概ね目標を達成しました。 

 Ａ評価のうち、「学びのサポーターの配置校の割合」については、学びのサポー

ターは、読書ヘルパーが行う学校司書業務に加え、学校図書館を拠点とした児童

生徒一人一人によりそう業務（居場所づくりや人間関係づくり、個別学習支援な

ど）を担っています。学びのサポーター全校配置を目標とし計画的に配置を行い、

令和５年度は目標を達成しました。 

Ｄ評価となったのは、２項目でした。 

 「教職員と児童生徒がやり取りする場面で、ＩＣＴ機器（学習支援ソフト）を活

用した取組を行っている学校の割合」は教員間でＩＣＴ活用能力の違いがあり、

活用頻度に差が生じているため、目標を下回りました。 

教員のＩＣＴ活用については、ＩＣＴ支援員を派遣してＩＣＴ機器の活用サポー

トを行い、ＩＣＴの効果的な活用により教育の質の向上を図っていきます。 

 「不登校児童生徒の割合」については、近年全国的に増加傾向にあり、本市でも
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増加傾向にあるため、目標を下回りました。このような中、不登校対策の方向性

を示した「出雲市不登校対策指針」を策定しました。令和５年度は不登校相談員

の配置や教育支援センターによる支援に加え、オンラインでの相談やタブレット

端末を活用した学習支援を行いました。今後も個々の不登校児童生徒の状況に応

じ、きめ細かく対策に取り組んでいきます。 

 

⑹ともに楽しむ 

チャレンジ目標 
生涯学習等施設利用者数（８年間）２２００万人 

（年平均２７５万人） 

令和５年度実績値 
（暫定値）令和４年度～（２年間） ４８４万人 

（令和５年度 暫定２５１万人） 

 

【評価(チャレンジ目標)】 

新型コロナの影響から回復し、利用者数は増加傾向にありますが、年平均２７５

万人の目標は達成できませんでした。目標値の算定根拠としたコロナ禍前の平成

３０年度比で、利用者数は、コミュニティセンターが約１４万人、出雲科学館が

延べ８万人減っていますが、コミュニティセンターについては、前年度から利用

者が増加しました。  

累計の目標に対する達成率は８８％で、目標達成のためには毎年２８６万人以

上の利用者が必要となり、更なる取組が必要です。 

 なお、実績は、９月の決算認定により確定するため、暫定値で評価しています。 

   

＜ともに楽しむ＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/2） 
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＜ともに楽しむ＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（2/2） 
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＜ともに楽しむ＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

2５ 9 9 4 3 0 

 

【評価】 

 芸術文化・情報発信などの分野においては、概ね目標を達成しました。 

Ａ評価のうち、「『日本の心のふるさと出雲』応援寄附件数」は、目標に対し、

約２割伸びました。寄附金額も昨年度比で約１５０％となる１５億円を超えま

した。これは、ふるさと納税の認知度が拡大してきていることに加え、返礼品の

充実やポータルサイトの追加等が要因として挙げられます。更なる寄附増に向

けて、今後も積極的に取り組みます。 

一方、Ｄ評価となったのは、３項目でした。 

「市民参加型スポーツ大会（市内）参加者数」及び「大型スポーツイベント（県

外）参加者数」については、大雨等の影響もあり、内容を変更して実施した大会

や中止したイベントがあったことが要因です。 

また、「出雲科学館年間来館者数」については、新型コロナ前の事業を再開し

たものの、令和４年度比でも減となりました。 

いずれの事業においても、効果的な情報発信や参加者の満足度向上に取り組

みます。 


